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論文

Octospora系統（チャワンタケ目， ピロネマキン科）に属すコケ植物生および
非コケ植物生盤菌類4種の日本新産報告

細野天智l)*・鵜沢美穂子2)・大前宗之3) • 升本 宙1)・出川 洋介1)

1)筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所，〒 386-2204 長野県上田市菅平高原 1278-294
2) ミュージアムパーク茨城県自然博物館，〒 306-0622 茨城県坂東市大崎700
3)株式会社北研，〒 321-0222 栃木県下都賀郡壬生町駅東町7-3

Four new records of bryophilous and non-bryophilous discomycetes of the Octospora 
lineage (Pyronemataceae, Pezizales) from Japan 

Asato HOSON01) *'Mihoko UZAWA2)'Muneyuki 0HMAE3)'Hiroshi MASUMOTa1)'Yousuke DEGAWA1) 

1) Sugadaira Research Station, Mountain Science Center, University ofTsukuba, 1278-294 Sugadaira kogen, Ueda, Nagano 
386-2204,Japan 

2) lbaraki Nature Museum, 700 Osaki, Bando, lbaraki 306-0622, Japan 

3) Hokken Co. Ltd., 7-3 Ekihigashimachi, Mibu, Shimotsuga, Tochigi 321-0222, Japan 

(Accepted for publication: August 17, 2021) 

We report four species of bryophilous and non-bryophilous discomycetes belonging to the Octospora lineage (Pyrone-

mataceae, Pezizales), hitherto unrecorded in Japan and new to East Asia. Specimens were collected from Honshu (Gunma, 
lbaraki, Nagano, Tochigi Prefectures) and Amami-Oshima Island (Kagoshima Prefecture) and they were identified based 

on morphological observation and phylogenetic analyses using the nuclear large subunit rDNA region. Among the four spe— 

des, one was a non-bryophilous taxon, Leucoscypha leucotricha, which was found growing on the ground of montane broad-

leaved or m江edforests in Gunma and Nagano Prefectures. The other three species were bryophilous taxa: Neottiella albo-
cincta was found on Atrichum undulatum in Tochigi Prefecture, Octospora ithacaensis was found on Marchantia 
polymoゅhasubsp. ruderalis in Ibaraki and Nagano Prefectures, and Octosporopsis erinacea was found on Dumortiera hirsu-
ta subsp. hirsuta on Amami-Oshima Island. This is the second record of 0. erinacea after the original species description 

from Borneo. 
(Japanese Journal of Mycology 62: 77 -91, 2021) 
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緒呂

ピロネマキン科はチャワンタケ目内の科の一つであ

り， リター生や糞生，地表生，焼け跡生，コケ植物生な

どのさまざまな基質に対する嗜好性を示すと同時に，外

生菌根性や腐生，寄生といった多様な栄養摂取様式を示

す菌により構成されている (Hansenet al. 2013). コケ

植物生菌 (bryophilousfungi) とは，コケ植物と密接に
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関わって生育する菌類の総称である (Kirket al. 2008). 

チャワンタケ目においてコケ植物生の種は稀であり，特

にコケ植物生体と密接に関わる種はピロネマキン科に限

られる．コケ植物生という生態的特性は，本科の中の

Cheilymenia系統と Octospora系統で独立に獲得されて

おり，特に Octospora系統からは 150種ほどのコケ植物

生菌が報告されている (Kirket al. 2008 ; Hansen et al. 

2013). 

Octospora系統には 11属が含まれ (Jaklitsch et al. 

2016), その大多数はコケ植物生である． これらの属は

一般的に表lに示した特徴で定義されているが，脚注に



表1. Octospora系統に含まれる各属の定義

属 生態
子嚢盤

托の色 柄 托表面の剛毛 形

子嚢胞子

胞子壁の表面構造
参考文献

Filicupula 

Hiemsia• 

Lamprospora 

Leucoscypha 

Moravecia 

Neottiella 

Octospora 

|
 7
8
 1
 

Octosporella 

Octosporopsis 

Rhodoscypha 

Rhodotarzetta 

コケ植物生

（タイ類生）

コケ植物生

（セン類生）

コケ植物生

（主にセン類生り

非コケ植物生

コケ植物生

（セン類生）

コケ植物生
（セン類生C)

コケ植物生

（主にセン類生）

コケ植物生

（タイ類生）

コケ植物生

（タイ類生）

非コケ植物生

（外生菌根性）

形態

倒卵型～洋こま型

※上部は扁平

JIil型

皿型

椀型

椀型

皿型～椀型

皿型～椀型

子嚢殻様

皿型

皿型～椀型

皿型～椀型

橙色

赤色～橙色

黄色～赤色

白色

淡黄色～赤色

橙色～赤橙色

橙色～赤橙色

黄色～橙色

淡黄色～桃橙色，

橙色

桃色， 白色

桃色，白色

無柄

無柄

無柄

無柄

無柄

有柄

剛毛を欠く

暗褐色の毛状菌

糸を有する

剛毛を欠く d

剛毛を有する

剛毛を欠く

剛毛を有する

無柄，まれに有柄通常は剛毛を欠くe

無柄

無柄

無柄～やや有柄

無柄

剛毛を有する

剛毛を有する

二重壁からなる

剛毛を有する

剛毛を欠く

紡錘形

鈍い楕円形

球形，まれに亜

球形～広楕円形f

楕円形～やや紡

錘形

楕円形

楕円形～やや紡

錘形

楕円形～広楕円

形． まれに紡錘

形•, 球形～亜
球形h

楕円形， ときに

球形，紡錘形，

円筒形．糸状

楕円形～広紡錘形

紡錘形

楕円形

平滑

イボ状

網目状， うね状

ときにこぶ状f

イボ状

網目状

網目状，イボ状

平滑イボ状．

ときにうね状

平滑わずかに

粗面

平滑

平滑わずかに

イボ状

平滑

油球

いくつかの小油

滴と 2個の油球

1個の油球

1個の油球

2個の油球

油球を欠く

1-2個の袖球

1-2個の油球

通常1-4個の
袖球

多数の小袖滴

多数の小油滴と

2個の池球

2個の池球

Yao & Spooner 
(1996b) 

Svrcek (1969) 

Benkert (1987a) 
Vegaetal. (2019) 
Boudier (1907) 
Le Gal (1957) 

Benkert et al. 
(1987) 

Benkert (2011) 

Benkert (1998c) 

Khare (2003) 

非コケ植物生

（焼け跡生）

,. 現在では Octospora属の異名として扱われることが多い（例： Caillet & Moyne 1987a, b). 
b. Lamprospora aneurae Benkertのみタイ類生として報告されている (Benkert1990) . 
'・Neottiella ricciae (P. Crouan & H. Crouan) Korf & W.Y. Zhuangのみタイ類生であるが，狭義のNeottiellaはスギゴケ科Polytrichaceaeを宿主とする種に限定し，それ以外を宿主とす
る本属菌は Octospora属として扱うべきとの見解もある (Nもmethet al. 2017). 
d. Egertova et al. (2018)は未発表データとして，剛毛を有する本属未記載種の存在を示唆している．
e本属の一部には剛毛を有する Octosporakelabitiana Egertova & Dobbelerや顕著な縁毛を有する Octosporaerzbergeri Benkertなどが知られている (Benkert2006 ; Egertova et al. 2018). 
f乎滑，楕円形の子嚢胞子を有し，コケ植物との関係性が不明なHumariaaurantiaca Bres. が本属に編入されたが (Lindemann& Alvarado 2017), Egertova et al. (2018)はこの措置
に疑問を呈している．

•·Octospora bridei Caillet & MoyneやOctosporaechinospora Caillet & Moyneのように本属の一部は紡錘形の子嚢胞子を有する (Caillet& Moyne 1987a, b). 
h. Octospora属 Wrightoideae節には球形から亜球形の子嚢胞子を有する種が含まれるためLamprospora属菌と混同されやすいが，本節の種は子嚢胞子の表面構造が独立したイボ状で
ある点ハイゴケ目 Hypnales(腋生セン類）を宿主とする点 (Lamprospora属菌の大半は頂生セン類が宿主），宿主の仮根にゴール形成を誘導する点の組み合わせにより区別され
うる (Sochorovaet al. 2020). 

Dobbeler (1979) 
Dobbeler et al. 
(2018) 

Lindemann et 
al. (2014) 

Dissing& 
Sivertsen (1983) 
Tedersoo et al. 
(2013) 

Dissing& 
Sivertsen (1983) 
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示した通り一部の属の定義については研究者間で相違が

ある．また，近年の分子系統学的な研究により，本系統

に含まれる複数の属においてその多系統性が示されてお

り (Perryet al. 2007 ; Hansen et al. 2013 ; Egertova et 

al. 2018), 上述の定義は将来的に改訂される可能性があ

る．本系統に含まれる種の多くは主にヨーロッパや北ア

メリカを中心に報告されているが，アジアからの報告は

限られており (Waraitch1981 ; Wang & Zhong 2001 ; 庄

2014 ; Egertova et al. 2018), 日本からの正式な報告は皆

無であった．

筆者らは2017年から 2020年にかけて本州および奄美

大島で盤菌類の調査を進めた結果，複数のピロネマキン

科の子嚢果を得た．そのうちの 15標本について，形態

観察および分子系統解析を行った結果， Octospora系統

に属する日本から未報告の4種と同定されたので，

に報告する．

材料および方法

ヽゞ
し一し一

観察には主に生標本を使用したが，一部に熱乾燥ある

いは凍結乾燥標本も用いた．子嚢盤の形態は実体顕微鏡

(SZ61およびSZX:16. オリンパス株式会社，東京）で

観察し，顕微鏡用デジタルカメラ (DP21. オリンパス

株式会社）を用いて写真を撮影した．プレパラートは押

しつぶした子嚢盤剃刀を用いて作成した徒手切片，あ

るいは凍結ミクロトーム (Electrofreeze MC-802A. 大

和光機工業株式会社，埼玉）による切片を用いて作成し

た．観察には微分干渉顕微鏡 (BX53. オリンパス株式

会社）を使用し，顕微鏡用デジタルカメラ (DP73. オ

リンパス株式会社）を用いて写真を撮影したまた，一

部の標本については卓上型の走査型電子顕微鏡 (SEM)

(Miniscope TM4000Plus, 株式会社日立ハイテクフィー

ルデイング，東京）を用いた子嚢胞子の観察を行った．

子嚢胞子．子嚢．托組織．剛毛および側糸の大きさは生

標本を水に封入して計測したまた，子嚢胞子は 50個

を無作為に抽出して長径と短径を計測し，その比率を Q

値 (Q=長径／短径）で示した．子嚢のヨード反応の確

認のためにメルツァー氏液 (Melzer1924) を用いた．

また，子嚢胞子の表面構造の確認のために乳酸コットン

ブルー溶液 (LCB)を用い，組織を乳酸コットンブルー

溶液に浸した状態で少なくとも 10分以上室温で染色し

たものを観察した記載に用いた形態用語は大谷 (1990)

および日本菌学会 (2014)に準拠した．宿主のコケ植物

の同定にはNoguchi(1987) と岩月 (2001) を使用し，

学名はSuzuki(2016) と片桐・古木 (2018)に従った．

観察に用いた子実体は．熱乾燥機 (SP-650,アドバンテッ
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ク東洋株式会社，東京）を用いて 60℃で熱乾燥，ある

いは真空凍結乾燥機 (FDU-2110,東京理化器械株式会社，

東京）を用いて凍結乾燥した後神奈川県立生命の星・

地球博物館 (KPM), 国立科学博物館 (TNS)および栃

木県立博物館 (TPM)の菌類標本庫に収蔵した．

Izumitsu et al. (2012)の手順に基づき，生標本，熱乾

燥あるいは凍結乾燥標本からゲノム DNAを抽出した．

ポリメラーゼ連鎖反応 (PCR) は，核リボソーム RNA

遺伝子の大サブユニット (nrLSU)の配列用のプライマー

セット LROR(Rehner & Samuels 1994)およびLR5(Vil-

galys & Hester 1990)を使用して行った. PCR反応液は

一つのサンプル当たり KODFXNeoポリメラーゼ

(KFX-201, 東洋紡株式会社，大阪）を 0.2μL,dNTPs 

を2μL, 各プライマーを 0.15μLずつ， 2x PCR Buffer 

for KOD FX Neoを5μ1, 超純水を 2.5μLを混合し，そ

れぞれのサンプルのPCR反応液に 1.5μLのDNA抽出

物を加えた. PCR条件は次の通りである： 95℃ 5分 (1

サイクル）； 98℃ 10秒， 55から 50℃ （サイクル毎に 0.5℃

ずつ減少） 30秒， 68℃90秒 (10サイクル）； 98℃ 10秒，

50℃ 30秒， 68℃ 90秒 (30サイクル）； 4℃ （保冷）．

PCR産物はポリエチレングリコール (PEG)沈殿によ

り精製した．サイクルシーケンス反応はBigDyeTermi-

nator ver. 3.1 Cycle Sequencing Kit (Thermo Fisher Sci-

entific Inc., アメリカ合衆国マサチューセッツ州）を用

いて， PCRと同じプライマーセットで行った．塩基配

列はFASMAC(https://fasmac.co.jp/)のDNAシーケン

ス解析サービスを利用して取得した．本研究で得られた

塩基配列は DDBJ(DNA Data Bank of Japan; https:// 

www.ddbj.nig.ac.jp/index.html)に登録した (Supplemen-

tary Table Sl). 

分子系統解析では， INSD(International Nucleotide Se— 

quence Database)に登録されている Octospora系統の配

列を使用した．外群にはAleuriaaurantia (Pers.) Fuckel 

(KC 012661)とMelastizacontorta (Massee & Crossl.) 

Spooner & Y.J. Yao (AY500539)の配列を使用したそれ

らに本研究で得られた配列を加え，系統解析用のデータ

セットとした (SupplementaryTable Sl). マルチプルアラ

イメントはオンライン上のMAFFfver. 7 (Katoh et al. 

2019 ; https://mafft.cbrc.jp/alignment/server) のL-INS-i

モデルにより行った．アライメントした配列はSeaview

ver. 4.7 (Gouy et al. 2010)上で手動によりトリミングした．

最終的なデータセット (640bp)はTreeBASE(https:/ / 

www.treebase.org/treebase-web/home.html)に ID:

S27716として登録した．

分子系統解析には最尤法とベイズ法を用いた最尤

法の解析は， ModelFinder(Kalyaanamoorthy et al. 2017) 
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によって最適な置換モデルと推定された GTR+F+I+G4

モデルに基づき， IQ-Treever. 2.1.2 (Minh et al. 2020)で

行った.IQ-Treeによる最尤法系統樹の各枝の支持率は．

ultrafast bootstrap法 (Hoanget al. 2018)による 1,000回

のブートストラップ反復で推定した．ベイズ法の解析は最

適な置換モデルを KAKUSAN4(Tanabe 2011)で推定し，

出力されたBIC4パラメータを用いて.CIPRES (Miller et 

al. 2010)上のMrBayeson XSEDE ver. 3.2.7a (Ronquist et 

al. 2012)でJC69_Homogeneousモデルに基づいて行った．

また,Metropolis-coupledマルコフ連鎖モンテカルロ法

(MCMCMC)により 1000枇代ごとに系統樹をサンプリ

ングし， 200万世代にわたって解析を行った．マルコフ鎖

の収束は.10万世代ごとに算出した分割頻度の平均標準

偏差 (ASDSF)が一貫して0.01未満になったこと，およ

び有効サンプルサイズ (ESS)のスコアが十分に高いこと

(> 200)から判断した．最尤法によって得られた系統樹

はFigTreever. 1.4.3 (http://tree.bio.ed.ac.uk/software/ 

figtree/)を用いて可視化し,Inkscape (https:/ /inkscape. 

org/ja/)でそれぞれの枝に対応するブートストラップ値

(BS~70%)/事後確率 (BP 凶 0.95) を示した．

結果と考察

本研究で得られた 15標本について，形態観察および

分子系統解析の結果. Octospora系統に属する 4属4種

に同定されたので．以下に記載する．また．最尤法で得

られた系統樹を Fig.5に示した最尤法及びベイズ法で

得られた樹形は概ね一致した．

Leucoscypha leucotricha (Alb. & Schwein.) Boud., Bull. 

Trimest. Soc. Mycol. Fr. 1: 104 (1885) 

MycoBank: MB414743 

Fig. l 

子嚢盤は地上に散生し，径2-5mm,高さ 1-2mm, 

幼時類球形，成熟に伴い頂部が広がり椀型，無柄，全縁，

肉質．托表面は白色で，極めて密な剛毛に覆われる．子実

層面は白色 (Fig.lB). 

托外皮層 (Fig.lC)は多角菌組織から円形菌組織から

なり，厚さは約20μm,細胞の大きさは8-13μm,細胞

壁の厚さは0.5-1.5μm, 無色．托髄層 (Fig.lD)は絡

み合い菌組織からなり，菌糸の幅は5-8μm,細胞壁の

厚さは0.4-1.5μm,無色．子実下層の明瞭な分化は確認

できない．側糸 (Fig.lE)は幅3.l-5.5μm,薄壁，糸状，

多隔壁，先端細胞は連結した菌糸と同径か，あるいはわ

ずかに肥大，稀にわずかに分枝する．子嚢胞子(Fig.lF, G) 

iよ(19.3-)24.5-29 (-32.4) X (9.4-) 10.7-12.5 (-14.5)μm 
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（平均値土標準偏差： 26.9士l.4X9.7土0.4μm),Q=l.7-3.0 

（平均値2.3),紡錘形，無色，薄壁，内部に2個の油球

を含む．子嚢胞子の表面は，未熟時は平滑，成熟時はイ

ボ状で，イボの幅は0.3-1.0μm, 高さ 0.2-0.6μm,

SEM像ではそれぞれが繋がる様子がみられ，コットンブ

ルー染色性を有する．子嚢 (Fig.lH)はかぎ型構造から

生じ，有弁，非アミロイド，薄壁，円筒形，先端は丸み

を帯び，子嚢内部には 8つの子嚢胞子が一列に並ぶ．剛

毛 (Fig.II)は托外皮層の最外層より生じ，長さは最大

で1,000μm, 無色，直線状，平滑厚壁（厚さ最大3.4

μm), 先端は鋭角に尖るか丸みを帯び，子嚢盤の基部か

ら縁部にかけて長くなる傾向がある．

発生環境：シラカンバBetulaplatyphylla Sukaczevや

ブナFaguscrenata Blumeなどが混在する広葉樹林 (Fig.

IA), またはオオシラビソAbiesmariesii Mast., アスナ

ロThujopsisdolabrata (Thunb. Ex L.f.) Sieb. & Zucc. お

よびダケカンバB.ermaniiを含む針広混交林．

供試標本：群馬県利根郡片品村日光白根山，標高

1,769 m, 針広混交林内のダケカンパの樹下， 2017年9

月16日，細野天智・大前宗之採集， KPM-NC26195 ; 

長野県上田市菅平高原，標高 1,324m, 広葉樹林内のシ

ラカンバの樹下， 2017年9月24日，細野天智採集，

TNS-F-81121. 

和名：ワタゲシロチャワンタケ（新称）一子嚢盤が白

色で，托表面に極めて密な剛毛を持つことに由来する．

また， Leucoscypha属については，ワタゲシロチャワン

タケ L.leucotrichaを基準種とすることから，本属の和

名をワタゲシロチャワンタケ属（新称）とする．

本種は白色の子嚢盤が同色の剛毛によって極めて密に

覆われ，紡錘形でイボ状の子嚢胞子を持つ点で特徴づけ

られる (Boudier1907 ; Le Gal 1957 ; Benkert 2000). 

日本産標本の子嚢盤や子嚢胞子などの形態，大きさは，

本種の新基準標本を指定したBenkert(2000)の記載と

よく一致したなお， LeGal (1957)はより長い子嚢胞

子 (30-41.5X 11-14μm) を持つ種を L.leucotrichaと

して定義し，短い子嚢胞子 (24-30(-33)x10-14 

(-15.5)μm)を有する種はL.erminea (E. Bommer & M. 

Rousseau) Boud. として区別した日本産標本は後種の

サイズに近かったが， Benkert(2000)はL.ermineaをL.

leucotrichaのシノニムとしている．以上のことから，本

報ではL.leucotrichaと同定した．

日本産標本の配列 (LC589083,LC589084)はいずれ

もデンマーク産のL.leucotrichaの配列 (DQ220365) と

99% (731/735 bp, 794/799 bp)の相同性を示し，単系

統性も強く支持された (BS100%, BP 1.00; Fig. 5). 

日本産標本 (KPM-NC26195, TNS-F-81121) は，針
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Fig. 1. Leucoscypha leucotricha (TNS-F-81121). Microscopic stI・uctures were mounted with water (C -F, H, 

I). A: Habitat. Broad-leaved forest dominated by Betula platyphylla. B: Ascomata. C: Ectal excipu-

lum with hairs. D: Medullary excipulum. E: Paraphyses. F: Ascospores (Upper row: surface of as-

cospores, Lower row: inside of ascospores). G: Ascospores (SEM). H: Ascus. I: Hair. Bars: B 3 mm; 

C -H 20μm; I 50μm. 

広混交林内のダケカンバの樹下あるいは広業樹林内のシ

ラカンパの樹下から採集された (Fig.lA). 洵外では本

種はコケ植物や草本が生育する沼などの土嬢あるいは

ヨーロッパブナ Fagussylvatica L. を含む落葉樹林内の土

壊 (Thompson2013) や， カバノキ属 Betulasp. の根元

(Ghyselinck 2010) より報告されている．本種の生態

について， Brand(1991)はベニタケ科の外生菌根に感

染すると考えたが Benkert(2000)はこれを否定し，

腐生歯であるとしている． しかし，いずれも発生環境か

ら生態を推測したものであり，本種の生態は未だ不明と

いえるまた，本属と近縁な Rhodoscypha属は外生菌根
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菌とされており (Tedersooet al. 2013). 本種も外生菌

根を形成する可能性がある

本種はこれまでに ドイツ (Benkert2000 ; 新基準標本

の産地），スイス (Breitenbach& Kranzlin 1984). イギ

リス (Rifai1968 ; Thompson 2013). フランス (Moyne

2011 ; Van Vooren 2014). ベルギー (Ghyselinck2010) 

など， ヨーロ ッパから知られており，本報がL.leucotri-

chaのアジア新産報告となる

Neottiella albocincta (Berle & M.A. Curtis) Sacc., Syll 

Fung, 8: 190 (1889) 
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MycoBank: MB245242 

Fig. 2 

子凝盤は広葉樹林内のコケ植物の仮根部付近あるいは

茎状部から生じ，散生，径0.4-4.3 ITilTI, 高さ 2-7111111,

幼時類球形，成熟に伴い頂部が広がり椀型，有柄縁は

よく発達し，肉質子実層面および托表面は共に橙色

柄は中心性，円筒形，橙色から類白色．托と柄の表面は

ふつう全体が白色の剛毛に覆われるが， しばしば剛毛が

目立たないこともある (Fig.2B-D). 

托外皮思 (Fig.2E)は円形歯組織から多角菌組織から

なり，厚さは約 90μm,細胞は幅5-28μm,細胞壁の厚さ

は1.0-1.8μrn,無色托髄層 (Fig.2E)は絡み合い菌組

織からなり，菌糸は幅5-9μrn,細胞壁の厚さは 0.4-0.8

μm, 無色，薄壁子実下層の明瞭な分化は確認できない

縁 (Fig.2E)は伸長菌組織からなり，無色，薄壁，外恨lj表

面には剛毛が生じる剛毛 (Fig.2F)は托外皮層の最外層

より生じ，長さ 190-640μm,基部の幅は 7-16μm,基部

の細胞はアンプル型あるいは二股に分かれ，無色，平滑

厚壁（厚さ最大 2.0μm). 隔壁はまばらに存在し，先端は

ふつう鋭角に尖る．側糸 (Fig.2G)は幅4.5-6.7μm,薄壁

糸状，多隔壁しばしば分岐あるいは分岐同士が吻合し，

内部に橙色のカロテノイド色素を有し，先端細胞は連結し

た菌糸と同径か，あるいはわずかに肥大する子嚢胞子(Fig.

2H-J)は(17.3-)20.9-24.9 (-26.5)x(ll.4-) 12.7-14.8 

(-16.6)μm (平均値土標準偏差 ：22.9士2.0x13.8士1.0

μm), Q=l.3-2.0 (平均値 1.7).楕叩f~からやや紡錘形，

り
:
 

ぅ

、

D

H
 

Fig. 2. Neottiella albocincta (B-1, K: TNS-F-91400 & TPM-M-9738, J: TNS-F-91393). Microscopic struc-
tures were mounted with water (E-H, K) or LCB (I). A: Habitat. Broad-leaved forest dominated 

by Quercus crispula. B -D: Ascomata on Atrichum undulatum. E: Longitudinal section of apothecia. 

F: Hairs. G: Paraphyses. H: Ascospores (Upper row: surface of ascospores, Lower row: inside of as-

cospores). I: Ascospores (LCB). J: Ascospores (SEM). K: Ascus. Bars: B 1 cm; D 3 mm; E-G 50 
μm; H-K20μm 
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無色，内部に 1または2個の油球を含む子嚢胞子の表面

は，未成熟時は平滑あるいはイボ状，成熟時は完全な網目

状となり，網目はコットンブルー染色性を有する．子嚢(Fig.

2K)はかぎ型構造から生じ， 242-317X17-25μm, 有弁，

非アミロイド，薄壁円筒形，先端は丸みを帯び，子嚢内

部には8つの子嚢胞子が一列に並ぶ．

宿主：ナミガタタチゴケAtrichumundulatum (Hedw.) 

P. Beauv.(スギゴケ目，スギゴケ科）．

発生環境：ミズナラ Quercuscrispula Blumeなどが優

占する広葉樹林内 (Fig.2A)地上に生育する宿主コケ

植物上．

供試標本：栃木県日光市竜頭の滝，標高 1,281m, 広

葉樹林内地上に生育するコケ植物上， 2018年7月15日，

細野天智・大前宗之採集， TPM-M-9750; 同所， 2018年

9月29日，細野天智・大前宗之採集， TNS-F-91393; 同

所， 2019年7月14日，細野天智・大前宗之採集， TNS-

F-91400およびTPM-M-9738; 栃木県日光市宇都宮大学

農学部附属日光演習林，広葉樹林内地上に生育するコケ

植物上， 2018 年 7 月 17 日，細野天智•福沢朋子採集，

TNS-F-91396 ; 同所， 2018年10月9日，細野天智採集，

TNS-F-91398 ; 同所， 2018年10月9日，細野天智採集，

TNS-F-91399 ; 同所， 2018年10月28日，細野天智採集，

TNS-F-91394 ; 栃木県日光市太郎山，広葉樹林が優占す

る林道沿い地上に生育するコケ植物上， 2018年7月22

日，細野天智•福沢朋子採集， TNS-F-91397.

和名：アラゲタチゴケチャワンタケ（新称）一托に剛

毛を持ち， タチゴケ属Atrichumを宿主とすることに由

来する．また， Neottiella属は托表面に剛毛を持つこと

が特徴とされていることから，本属の和名をアラゲコケ

チャワンタケ属（新称）とする．

Neottiella属はコケ植物生の Octospora系統の中でも托

表面に顕著な剛毛を有し，子嚢胞子の表面構造が網目状

あるいはイボ状である点で特徴づけられる (Benkert

1998c ; Table 1). Neottiella albocinctaは本属の基準種で

あり，大型の子嚢盤を形成し，子嚢胞子はふつう網目状

の表面構造を有し， タチゴケ属を宿主とする特徴をもっ

(Benkert 1994). 日本産標本は子嚢盤や子嚢胞子など

の形態および宿主がタチゴケ属である点でBenkert

(1994) による N.albocinctaの基準標本の記載とよく

一致した．また， Benkert(1987b, Neottiella atrichiとし

て）， Benkert(1998c), Eckstein et al. (2014)ならびに

De Marchi (2017)の記載ともよく一致したため， 日本

産標本を N.albocinctaと同定した．

形態的に本種に類似する種として Octosporakilimanja-

rensis J. MoravecおよびN.rutilans (Fr.) Dennisが挙げ
られる. Octospora kilimanjarensisはOctospora属Neotti-
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ellae節（現在のNeottiella属）として記載された種であり，

網目状の子嚢胞子を有する点でN albocinctaと共通して

いるが，より厚い網目を粗く形成する点，子嚢胞子が幅

広い楕円形である点で区別できる (Moravec1997 ; Lin-

demann 2013). また， N rutilansは子嚢胞子がN.albo-

cinctaに比べてわずかに大きく，さらにN.rutilansはス

ギゴケ属Polytrichumを宿主とするのに対し， N.albo-

cinctaはタチゴケ属を宿主とする点で区別できる (Ben-

kert 1994; Benkert 1998c; Eckstein et al. 2014; De Mar-

chi 2017). 

分子系統解析の結果， 日本産標本の配列 (LC637244,

LC637245)は，いずれもスロバキア産N.albocinctaの

配列 (MF754059) との単系統性が強く支持され (BS

100%, BP 1.00; Fig. 5), いずれも 99%(756/758 bp, 
721/723 bp)の相同性を示した．一方，スギゴケ属を宿

主とするポーランド産N.rutilansの配列 (MK569313)

との相同性は96%(746/776 bp, 695/723 bp)であった．

以上の点から， 日本産標本はN.albocinctaであること

が分子系統解析からも支持され，従来の見解通り，形態

的に類似する N.rutilansとは別種とするのが妥当と判

断した．

Neottiella albocinctaはアメリカ合衆国 (Berkeley1875 ; 

基準産地）， ドイツ (Moravec1997 ; Benkert 1998c ; Eck-

stein et al. 2014), オランダ (Benkert& Brouwer 2004), 

スイス (DeMarchi 2017), ハンガリー (Nもmeth2017), ウ

クライナ (Yatsiuk2017, Neottiella atrichiとして），インド

(Waraitch 1981, Leucoscypha catharinaeaとして），オー

ストラリア (McLennan& Halsey 1936, Neottiella cathari-

naeaとして； Rifai 1968), 南アフリカ (Sochorovaet al. 

2019)などから知られており，本報がN.albocinctaの東ア

ジア新産報告となる．ただし，本種に類似する N.rutilans 

に関しては中国からの報告があるものの (Wang& Zhong 

2001; 庄 2014),宿主の同定は行われていないため，中国

からの報告が実際にはN.albocinctaである可能性も残され

ている．

OctosjJora ithacaensis (Rehm) KB. Khare, Nord J Bot 22: 

111, 1975 

MycoBank: MB318873 

Fig. 3 

子嚢盤はコケ植物の葉状体表面に散生あるいは群生

し，径0.3-0.8mm, 高さ 0.3-0.5mm, 幼時類球形あ

るいは樽形，成熟時椀型あるいはクッション型，無柄，

全縁肉質子実層面および托表面は共に淡黄色．成熟

時子嚢が子実層面から突出し，基部に白色の菌糸を有す

(Fig. 3B, C). 
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Fig. 3. Octospora ithacaensis (TNS-F-91402). Microscopic structures were mounted with water (D-G, I, 

J) or LCB (H). A Habitat. Disturbed area where Marchantia polymorpha subsp. ruderalis grows. 

B, C: Ascomata on M. polymorpha. D: Longi血 inalsection of apothecia. E: Ectal and meclullary 

excipulum. F: Subhymenium. G: Ascospores (Upper row: surface of ascospores, Lower row: in-

side of ascospores). H: Ascospores (LCB). I: Paraphyses. J: Ascus. Bars: B 3 mm; C 1 mm; D -J 

20μm. 

托外皮層 (Fig.3D, E)は円形菌組織からなり， 厚さ

は約 30μm, 細胞は幅 5-15μm, 細胞壁の厚さは 0.5-

l.Oμm, 無色托髄層 (Fig.3D, E)は円形菌組織から

なり，細胞の最大幅は 6-25μm, 細胞壁の原さは 0.6-

1.1μm, 無色，薄壁子実下層 (Fig.3F)は絡み合い菌

組織からなり，幅は約 20μm, 無色，薄壁， 菌糸の幅は

4-7μm. 子罷胞子 (Fig.3G, H) は (17.3-)18.5-

20.3 (-21.3) X (8.6 -) 9.6 -10.8 (-11.8)μm (平均値士

標準偏差 ：19.4土0.9X 10.2士0.6μm), Q=l.6-2.1 (平

―-84-

均値 1.9).楕円形，無色，内部に 2個の油球を含む 子

総胞子の表面は，未成熟時は平滑，成熟時はイボ状で，

イボの幅は 0.3-0.6μm,高さは 0.2-0.6μm, コットン

プルー染色性を有する側糸 (Fig.3I) は幅 3.9-6.7

μm, 薄壁 糸状，多隔壁，しばしば内部に小油滴を含み，

先端細胞は連結した菌糸と同径か，あるいはわずかに肥

大する子総 (Fig.3J)はかぎ型構造から生じ， 205-

270x 15-21μm, 有弁，非アミロイド，薄壁円筒形，

先端は平らかあるいは丸みを帯び， 子凝内部には 8つの
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子嚢胞子が一列に並ぶ．子嚢盤基部の菌糸は幅4-6μm.

宿主：ゼニゴヶMarchantiapolymorpha L. subsp. rudera-

tis Bischl. & Boissel.-Dub. (ゼニゴケ目，ゼニゴケ科）．

発生環境：民家，造成地等の明るい場所に生育する宿

主コケ植物上 (Fig.2A). 

供試標本：茨城県石岡市上曽，標高84m, 造成され

て土が盛られた場所に生育するコケ植物上， 2020年10

月13日，出川洋介採集， TNS-F-91402; 同所， 2020年

12月10日，出川洋介採集， TNS-F-91404; 長野県上田

市菅平高原，標高 1,252m, 民家周辺の地上に生育する

コケ植物上， 2020年11月4日，細野天智・出川洋介採

集， TNS-F-91403.

和名：ゼニゴケツブチャワンタケ（新称）一宿主のゼ

ニゴケ上に極小の粒のような子嚢盤を形成することに由

来する．また， Octospora属については，コケ植物生チャ

ワンタケ目菌の中で最初に設立された属であり，その全

ての種がコケと密接なかかわりを持つことから，本属の

和名をコケチャワンタケ属（新称）とする．

Octospora属菌は，コケ植物生の Octospora系統の中で，

通常鵬毛を欠いた子嚢盤 1-2個の油球を含む楕円形ま

たは広楕円形の子嚢胞子によって特徴づけられる (Khare

2003 ; Table 1) . 本属はLamprospora属と並んでOctos-

pora系統の中で最大の種多様性を有する属であるが，タ

イ類上から発生する種は 0.cashiae (Gamundi) Ben-

kert, 0. kelabitiana Egertova & Dobbelerおよび0.itha-

caensisの3種しか知られておらず，ゼニゴケを宿主とす

るものは0.ithacaensisのみである． 日本産標本は子嚢盤

や子嚢胞子などの形態および宿主がゼニゴケである点

で， Khare(1975)が観察した 0.ithacaensisの基準標本

の記載とよく一致したまた， Schweers(1946), Yao & 

Spooner (1996a), Benkert (1998b), Egertova et al. 

(2015), Moyne et al. (2017)の記述ともよく一致したこ

とから， 日本産標本を 0.ithacaensisと同定した．タイ類

上から発生する残り 2種については， 0.cashiaeは子嚢

胞子が18-22X16-19μmのより幅広い楕円形であり，

宿主がフタマタゴケ目の一種 (Benkert1998a)である点

で区別でき， 0.kelabitianaは子嚢胞子の表面構造が平滑

で，宿主がスジゴケ属の一種Riccardiasp. (フタマタゴ

ケ且スジゴケ科） (Egertova et al. 2018)である点で区

別できる．

日本産標本の配列 (LC637246,LC637247)は，チェ

コ共和国産0.ithacaensisの配列 (MF754071) といずれ

も100%(709/709 bp, 731/731 bp)の相同性を示した(BS

100%, BP 1.00; Fig. 5). 

本種はアメリカ合衆国 (Rehm1904; 基準産地），イ

ギリス (Yao& Spooner 1996a), オランダ， ドイツ
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(Benkert 1998b), スペイン (Rubioet al. 2012), スイス，

チェコ共和国 (Egertovaet al. 2015)などから知られて

おり，本報がアジア新産報告となる．

Octosporopsis erinacea Egertova & Dobbeler, Mycol Prog 

17: 104,2018 

MycoBank: MB822433 

Fig.4 

子嚢盤はコケ植物の葉状体表面に散生し，径0.4-0.9

rnm, 高さ 0.6-0.8 rnm, 幼時樽型，成熟に伴い頂部が

広がり椀型，無柄，全縁，肉質．子実層面および托表面

は共に類白色から淡黄色．成熟時子嚢が子実層面から突

出する．托表面は独立した白色の固い剛毛に覆われる

(Fig. 4B, C). 

托外皮層 (Fig.4D, E)は円形菌組織からなり，厚さ

は約50μm,細胞は幅10-25μm,無色，最外層は厚壁（最

大3μm).托髄層 (Fig.4D, F)は不規則に膨潤した菌

糸から構成され，菌糸は幅13.5-33.2 X 4.9 -11.4μm, 細

胞壁の厚さは0.4-0.9μm,無色，薄壁子実下層の明瞭

な分化は確認できない．子嚢胞子 (Fig.4G, H)は(16.7-)

18.7-21.8 (-23.9) X (lQJ-) 11.3-13.8 (-19.3)μm(平

均値土標準偏差： 20.3土l.6X12.5土1.3μm),Q=l.0-1.8 

（平均値1.6),楕円形，無色，内部に多数の小油滴を含む．

側糸 (Fig.41)は，幅2.5-6.7μm,薄壁，糸状，多隔壁

しばしば分岐し，カロテノイド色素は見られず無色，先

端が膨らむ（幅3-13μm).子嚢 (Fig.4J)はかぎ型構

造から生じ， 190-252X16-26μm, 有弁，非アミロイド，

薄壁，先端はやや平らになり，子嚢内部には8つの子嚢

胞子が一列に並ぶ剛毛 (Fig.4K)は托外皮層の最外層

より生じ，長さ 190-640μm,基部の幅は 10-18μm,

無色，平滑多隔壁，先端は鋭角に尖るか丸みを帯び，

厚壁（厚さ最大5μm),子嚢盤の基部から縁部にかけて

長くなる傾向がある．

宿主：ケゼニゴヶ Dumortierahirsuta (Sw.) Nees sub-

sp. hirsuta (ゼニゴケ目，アズマゼニゴケ科）

発生環境：亜熱帯林内に生育する宿主コケ植物上 (Fig.

4A). 

供試標本：鹿児島県奄美市名瀬大字知名瀬，標高133m,

亜熱帯広葉樹が優占する林道沿い地上のコケ植物上， 2020

年3月7日，細野天智・出川洋介採集， TNS-F-91401.

和名：ケゼニゴケニセチャワンタケ（新称）一宿主が

ケゼニゴケであることに由来する．また， Octosporopsis

属については，他の Octospora系統の属とは異なり成熟

した子嚢胞子に大型の油球を持たず，他の Octospora系

統の属とも遺伝的に区別されることから，本属の和名を

ニセコケチャワンタケ属（新称）とする．
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Fig. 4. Octosporopsis erinacea (TNS-F-91401). Microscopic structures were mounted with water (D -K). 

A: Habitat: Subtropical laurel forest. B, C: Ascomata on Dumortiera hirsuta var. hirsuta. D: Longi-

tudinal section of apothecia. E: Ectal excipulum. F: Medullary excipulum. G: Young ascospores in 

ascus. H: Mature ascospores. I: Paraphyses. J: Ascus. K: Hair. Bars: B 3 mm; C 1 1111TI; D 50μm; E 
-K20μm. 

Octosporopsis属はコケ植物生の Octospora系統の中に

おいて，成熟した子総胞子が数個の大型の湘球を持たず，

多数の小池滴で満たされる という 点で特徴づけられ，現

在までに 0.nicolaiと0.erinaceaの2種が知られてい

る (Lindemannet al. 2014 ; Egertova et al. 2018). 日本

産標本は子凝盤の大きさが0.4-0.9mmと小さく ，全縁

で独立した長い剛毛を持っており，子総胞子の形態や

大きさも 0.erinaceaの原記載と 一致し，宿主もケゼニ

ゴケと種レベルで共通していたさ らに 日本産標本の

配列 (LC637248) は，マレーシア産 0.erinaceaの基準
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標本由来の配列 (MF754057)と99% (691/698 bp)の

相同性を示し，単系統性も強く支持された (BS100%, 

BP 1.00 ; Fig. 5). 以上より， 日本産標本を0.erinacea 

と同定した しかし， 0.erinaceaの原記載と詳細に比

較すると， 日本産標本は子嚢が 190-252 X 16-26μm 

と原記載 (120-160X 14-24μm)よりも長く，宿主は

ケゼニゴケ Dumortierahirsuta subsp. hirsutaであり，

原記載（ケクビゼニゴケ Dumortierahirsuta subsp. nep-

alensis)とは亜種レベルで異なったこれらの差異が0.

erinaceaの種内変異に相当するものなのか否かについて
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100/1王Leucoscypha/eucotricha DQ220365 
Leucoscypha leucotricha TNS-F-81121 Nagano 

I Leucoscypha leucotricha KPM-NC26195 Gunma 
100/1.00 

Rhodoscypha ovilla DQ220411 

Rhodotarzetta rosea DQ220413 

~ こ~~誓二゜:~。~~::~ごご畠？孟57
10011.00 Octosporopsis erinacea TNS-F-91401 Amami-Oshima 

Hiemsia pseudoampezzana MF754069 

100/1.00 

11三 Lamprosporaarvensis KY858948 
79/- Lamprospora seaveri MN394597 97/1.00 
/,  Lamprospora aff. seaveri MN394595 

Lamprospora hispanica MN394599 

Lamprospora dicranellae KY858955 
こ Lamprospora pseudoarvensis KY858945 100/1.00 
Lamprospora /eptodictya MN394611 

100/1.1月Lamprosporafeurichiana MF066038 
971- Lamprospora kristiansenii MF066045 

Lamprospora sy/vatica MG947604 

99/1,00 -― Lamprospora miniata var. ratisbonensis MF066064 
ss11.001~ 八— Lamprospora miniata var. parvispora MF066065 -r-Lamprospora dictydiola MH818447 

10011.00 I 

99/1.00― 

98/- Lamprospora densireticu/ata MH818453 

Lamprospora cailletii MN394604 
Lamprospora norvegica MN394606 

Octosporel/a perforata MF754060 

Octospora ithacaensis MF754071 
Octospora ithacaensis TNS-F-91403 Nagano 

Octospora ithacaensis TNS-F-91402 Ibaraki 

Octospora americana MN967346 

Octospora svrcekii MN967347 

Octospora wrightii MF754070 

Octospora erzbergeri MF754068 

Octospora affinis MF754075 

10~ 竺」 II I _II面テ一 Octosporaphagospora MF754072 

0.04 

Octospora fissidentis MT759824 

Octospora humosa MF754074 

Octospora orthotrichi MK569314 

Octospora conidiophora MK569317 

Octospora cf. conidiophora MK569325 

Octospora kelabitiana MF754066 

Octospora gyalectoides MT001891 
Octospora /eucoloma MF754063 

Octospora excipulata MF754062 

Octospora bridei MF754061 

Neottiella albocincta MF754059 
10011.oo I Neottiela albocincta TNS-F-91393 Tochigi 

Neottiela albocincta TNS-F-91394 Tochigi 

10四王Neottiellarutilans MK569313 
Neottiella vivida MF066068 

Aleuria aurantia KC012661 

Melastiza contorta AYS00539 

92/0.95 
Neottiella gigaspora MK589293 

Fig. 5. Maximum-likelihood phylogenetic tree of nuclear large subunit rDNA (nrLSU) sequences of species in the Octospora Jin-

eage. Aleuria aurantia and Melastiza contorta were used as outgroups. Thickened branches indicate BS<'. 70% and BP<'. 

0.95. Sequences obtained in this study are highlighted in bold. 
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は，今後さらに各地で標本を集めて検討する必要がある．

同属の 0.nicolaiは子嚢盤が2-7mmと大きく，縁が

多少膜状になり，短い剛毛が突出し，子嚢胞子も (26-)

27-39 (-4l)x(l2-) 15-18.5 (-20.5)μmと非常に

大きく，宿主もミカヅキゼニゴケLunulariacruciata (L.) 

Dumort. ex Lindb. である点 (Lindemannet al. 2014)で，

0. erinaceaとは形態的，生態的に大きく異なる．また，

分子系統解析においても日本産 0.erinaceaはドイツ産

0. nicolaiの配列 (KF771033) との相同性が低かった

(93%, 663/712 bp). 

Octosporopsis erinaceaは2018年に基準産地であるマ

レーシアのボルネオ島の高標高地 (1,230m)の川沿い

の石の上に発生したケクビゼニゴケ上から採集された

(Egertova et al. 2018). 本報告はポルネオ島に続く二例

目の発見である．一方，亜種を含む広義のケゼニゴケは

北半球の温帯から暖温帯に広く分布するにも関わらず

（秋山 2011), 現在のところ 0.erinaceaの報告はボル

ネオ島および奄美大島に限られることから，本種は熱帯

から亜熱帯気候に適応した種である可能性がある．温帯

域の広義のケゼニゴケにおいても本種が発生するか否に

ついては，今後さらなる調査が必要である．
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摘要

Octospora系統（チャワンタケ目，ピロネマキン科）

は多数のコケ植物生および少数の非コケ植物生の種から

なる系統群である．本系統に含まれる種は主にヨーロッ
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パや北アメリカから報告されているが， 日本からの正式

な報告は皆無であった．筆者らは盤菌類の調査によって

得られた標本の中から，本系統に含まれる以下の4属4

種を形態的に同定し，これらの同定結果は核リボソーム

RNA遺伝子の大サブユニット領域を用いた分子系統解

析によっても支持された.Leucoscypha leucotricha (新称

ワタゲシロチャワンタケ）は非コケ植物生で，カバノキ

属の樹下より採集された．他の3種はいずれもコケ植物

生で， Neottiellaalbocincta (新称アラゲタチゴケチャワ

ンタケ）はナミガタタチゴケを， Octosporaithacaensis (新

称ゼニゴケッブチャワンタケ）はゼニゴケを， Octospo-

ropsis erinacea (新称ケゼニゴケニセチャワンタケ）は

ケゼニゴケをそれぞれ宿主としていたいずれも東アジ

ア新産で， 0.erinaceaは基準産地のボルネオ島に続く

二例目の報告となる．
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